
①（速報）火災発生報告書（発生部門より発行）

②横展開時重点チェック項目の決定

（総務・生産・技術などの関係部門で協議）

・チェック対象、チェックポイントの明確化

③火災事例の横展開を実施

（中央防災部会事務局より展開）

・社内、製造関係会社（国内／海外）

・協力お取引先企業様

【火災発生時の横展開ルール】

④類似火災防止（各部門の防災部会で実施）

・重点チェック項目の落とし込み

→同一、類似工程/設備の点検・対策

→同一、類似作業要領書/標準などの点検・対策

・「火災事例横展開管理表」を活用

⑤確認結果の集約 （中央防災部会事務局）

⑥改善（中央防災部会）

・全社ルール化、全社ルールの見直し

・共通帳票化、共通帳票の見直し

１．火災発生時の対応（横展開ルール）

C社



【火災発生時の横展開ルール】

１．火災発生時の対応（横展開ルール）



No. 火災事例 真因 対応実施例

① パーツクリーナーを異なった用途に使用した為発生

した火災

（危険物の不適切な取扱い）

作業者への危険物の取

扱いに対する教育が不足

・危険物の特性、取扱い教育

・危険物の取扱い注意喚起の全社通知

・火災防止自主点検表の改定

・防火ポスターの作成と掲示

・少量危険物の取扱ルールの制定

② 同一作業場で異なる業者が危険物作業と火気使用

作業を同時に実施したため発生した火災

（業者間の作業内容情報不足）

工事を一元的に管理・判

断する仕組みがなかった

・工事一覧による作業内容の一元管理

・工事一覧に基づく工事立会者チェックの徹底

・危険物持ち込み時の届出ルールを制定

・危険物使用中に掲げる火気厳禁の垂幕作成

・立入り業者へ事故説明と注意喚起

２．具体的な対策事例


